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 要  旨 
近年無線通信は、急激に発達している。中でもアドホックネットワークが盛んに注目されてい
る。アドホックネットワークの用途として、地震など災害が生じた場合、非常時通信への利用が
あげられる。アドホックネットワークは既存のネットワークと比較して端末の自由な移動や参
加・離脱などの高い自由度を持っている。アドホックネットワークの高い自由度と位置情報の組
み合わせは、災害時に有用なサービスを生み出すことができると考えられる。このようにアドホ
ックネットワークにおいて位置情報は非常に有益な情報であると言える。 
位置情報を取得する手段として最も有名であるのは GPS (Global Positioning System) の利
用である。しかし GPS を利用するためには端末に受信機を搭載する必要があり、衛星からの電波
を受信できる環境に端末を置く必要があるなど制約も多い。それに対して GPS を利用せずに位置
情報を取得する手段についての研究がなされている。非 GPS の位置推定法として GPS-free 
positioningによる手法と自己組織化マップ（SOM）を用いる手法を取り上げられる。 
しかし，従来の研究では以下の問題点があげられる。 
１． AP（Access Point）が固定 
２． 通信をカバーできる範囲が狭い 
３． APと各端末の間で情報交換する際、オーバヘッドが増加する 
本研究ではこれらの問題を改善するために、GPS に依存しない位置推定手法に注目する。位置
情報を得る手段として、端末の携帯性、移動性など無線の特徴を十分生かすために、飛行船から
なる飛行ノードを用いるネットワーク内において、フィルタリング上での SOM (Self-Organizing 
Maps: 自己組織化マップ) アルゴリズムによる新たな各端末の位置推定を行う手法を提案した。 
提案した手法では飛行ノードが複数の APとサーバの代替になったので、問題 1と 2が解決した。
そして、端末の位置推定を行う場合、飛行ノードは自身の位置情報を周囲の端末にブロードキャ
ストする必要はない。そこで、オーバヘッドが減少でき、問題 3も解決した。 
最後、アドホックネットワークプロトコルの一種類である AODV(Ad Hoc On Demand Distance 
Vector)プロトコルを改良し、計算機シミュレーションにより本手法の推定精度について検証し
た。推定誤差約 20m～70mまでの範囲に全体の 70%の推定値が分布していることがわかった。 
 
 
